












要約 

今回,我々は1979年 2月 1日より1980年 1月 31日までの1年間に,宮城県下で出産した約

23,000 例の分娩のうち,在胎期間の正確な 18,075 例の分娩について調査し,出産体重と在

胎週数との相関を求めた。これに基づいて,10％タイル,50％タイル,90％タイル曲線を作成

した。この曲線は,わが国のみならず,国際的に母子保健において,重要な基準となるものと

思われる。 


